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【目的】手根管症候群(CTS)に対するステロイド局所注射は一定の有
効性が報告されているが、その標的組織や機序に関する詳細な検討
はなされていない。ラット坐骨神経部分損傷モデルを使用し、
triamcinolone(Tr)局所投与の神経障害部に対する効果を行動学的・生
化学的・免疫組織学的に評価した。 
【方法】8 週齡雄性 Wister ラット(n=36)を使用した。坐骨神経を損傷
しないSham手術および坐骨神経をナイロン糸で緩く 4箇所結紮する
Chronic Constriction Injury(CCI)モデルを作成した。術後 7 日目に再度
坐骨神経を展開。CCIを施行した群では絞扼部位にTr 0.1mg、同 0.5mg、
生食をそれぞれ投与し 0.1mg 群、0.5mg 群、生食群とし、計 4 群で比
較した。行動学的評価として von Frey test による疼痛行動評価および
CatWalk による歩行解析を行った。生化学的評価として坐骨神経の
ELISA を、組織学的評価として坐骨神経の H&E 染色および第 4、5
腰椎後根神経節 (DRG)を摘出し、 calcitonin gene-related peptide 
(CGRP)・activating transcription factor 3 (ATF3)の免疫染色を行った。 
【結果】von Frey test、CatWalk ともに 0.1mg 群・0.5mg 群・生食群
で Sham 群に比し有意に疼痛過敏を呈した。von Frey test では 0.5mg
群で生食群に比して有意に疼痛過敏の改善を認めた。CatWalk では
0.1mg 群・0.5mg 群・生食群の各群間に有意差を認めなかった。ELISA
では投与後 7日目に生食群に比し 0.5mg群で IL-1βの有意な低下を認
めた。H&E 染色では生食群では線維間浮腫、軸索・髄鞘変性は高度
であり、0.1mg 群でも同程度の変化であった。0.5mg 群では生食群や
0.1mg 群と比較して浮腫・軸索変性は軽度であった。DRG の CGRP
および ATF3 陽性細胞数は、有意差はないものの生食群と比較し
0.1mg 群・0.5mg 群で減少傾向にあった。 
【結論】ラット CCI モデルに対する Tr 局所投与の効果を検討した。
高用量 Tr 局所投与により行動学的・生化学的・組織学的評価におい
て疼痛の改善を認め、神経自体への有効性が示唆された。 
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